
1

Almaの導入で知っておいてほしいこと

佛教大学図書館専門員 飯野勝則

2021年１月10日

大学図書館問題研究会



2

はじめに

 佛教大学図書館では，2020年6月4日より，従来の国内ベンダーによる図

書館システムに代わり，ExLibrisのAlmaの運用を開始しました

 Almaは図書館サービスプラットフォーム（LSP）のひとつで，従来の図

書館システムにリンクリゾルバや電子リソース管理システム（ERMS）な

ど周辺部のシステムを包括したシステムとなっています

 今日は「Almaとはどういうものか」という話とともに， Almaを入れる

際に気を付けるべきことをお話できればと思います
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なぜAlma？
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Alma
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理由はいろいろあります

 「電子」のコンテンツの管理をしっかりと行いたい

 国際標準（ISO27001認証など）を満たした安全かつ堅牢なクラウドサービス

での運用に切り替えたい

 5年周期のシステムリプレイスの重荷からの脱却

 月次アップデートによる常に「最新」のシステムを利用したい

 増えすぎた図書館サーバやサービスの統合・再編を行いたい

 MARC21を利用した「エンリッチメント」された書誌レコードの誘惑

 図書館として「世界」とつながりたい

 世界的な図書館コミュニティの一員として活動したい

 日本にシステムを通じた図書館コミュニティを作りたい
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旧図書館システムからのデータ移行
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Almaへの移行体制

 2019年9月（正式なキックオフ前）より，トレーニング的な時間

（Onboarding Activities）があり，2か月ほど外国人の方が専属でさまざま

な導入準備を手伝ってくれました（ただし英語での対応です）

 2019年11月6日にimplementation projectのキックオフを迎えた後は，

ExLibrisの「プロフェッショナルサービス」という専門チームに属する外国

人お二方が専属で対応してくれました（ここからは日本語での対応です）

 これらと並行して，佛教大学図書館側には移行チームを立ち上げ，プロジェ

クトマネージャーなどを設定しています

 implementation projectの間は，週に2回程度ミーティング（2～3時間）を

繰り返し意思疎通を図っていきました

 2020年6月４日に正式な運用を開始しています（カットオーバー）
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最初に気を付けるべきこと

 契約前に取り交わすRFP（Request for Proposal：提案依頼書）には，今

後必要となるであろう仕様について，どんな細かいことでも書いておくよう

にしましょう（これが導入サポートのすべてを決めます）

 RFPは英語が主となるのですが，今回は当方が日本語で執筆し，それを

ExLibrisで英語に翻訳したものと比較して，誤りがないかをチェックすること

で完成させました

 とくに導入の対応とサポートはすべて「日本語」で行うこと，ということを

しっかり述べておきましょう（これが最初に記述した要件でした）

 Almaの移行では，ExLibrisと図書館の双方でさまざまな設定を定義していく

必要があります

 Almaを動かすための初期設定は，Excelファイルに図書館が記入をすること

で行われます

 初期設定についてはExLibrisからアドバイスをいただけますが，最終決定（記

入）は図書館が主体的に行う必要があります
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Configuration Form
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Generic Migration Form
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さまざまな業務データマッピング

 データマッピングは，Genelic Field Mappingというフォームで設定し

ます

 このマッピングは図書館の責任で行われるもので，海外ではシステムズ

ライブラリアンが作成しますが，日本では無理だと思うので，素直に旧

図書館システムのベンダーさんの手を借りました（改めて感謝！）

 Alma側に日本の図書館システムから移行した事例がなく，移行できる

データの項目が最初の段階で決まっているので，どのデータを移行し，

どれを捨てるかという点で，とくに受入関係で相当悩みました

 データのAlmaへのロードはテストが2回，本番が1回と厳密に決まってお

り，それ以上のロードができないので，相当に緊張を強いられます
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Genelic Field Mapping

このマッピングはさすがに図書館では無理無理（笑）
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受入業務(Acquisitions)
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受入データの移行

 「発注中」の発注データは移行できるが,過去のものは移行プログラムに

は入っていません

 過去の予算データなども移行プログラムには入っていません

 基本的に受入関係のデータについては，Ex Librisとしては重要視してい

ない模様

 「検収」をワークフローにどう組み込むか考えないといけない

 したがって，どうしても必要だが移行プログラムに入っていないデータ

については，Import Profileという仕組みか，APIを使って図書館側の

責任で移行する必要があります



15

基本的なワークフローの例【「紙」単発の場合】

 簡易書誌などを使ってPOL（Purchase Order Line/発注明細）を作り

ます

 POLは自動で発注先ごとにパッケージ化されPO（Purchase Order/発

注）が構築されるので，これを単位として発注します

 受入を行います。受入が完了するとPOLがクローズされます

 POLのデータを用いてInvoice（請求書）を立てます

 POLのデータを用いてInvoiceの中に，Invoice Line（請求書明細）を記

述します

 支払いを行います。支払いが完了するとInvoiceがクローズされます
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簡易書誌レコードとPOL（Purchase Order Line / 

発注明細）
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POL（Purchase Order Line / 発注明細）詳細
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PO（Purchase Order / 発注）
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Invoice（請求書）
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Invoice Line（請求書明細）
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基本的なワークフローの例【「電子」単発の場合】

 簡易書誌などを使ってPOL（Purchase Order Line/発注明細）を作ります

 POLは自動で発注先ごとにパッケージ化されPO（Purchase Order/発注）

が構築されるので，これを単位として発注します

 アクティベートを行います。アクティベートが完了するとPOLがクローズさ

れます（ライセンスの紐づけなどもこの際に。「紙」の受入のプロセスに相

当します）

 POLのデータを用いてInvoice（請求書）を立てます

 POLのデータを用いてInvoiceの中に，Invoice Line（請求書明細）を記述

します

 支払いを行います。支払いが完了するとInvoiceがクローズされます



22

ライセンスデータ
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電子の利用統計とその分析

COUNTER（SUSHI）に準拠しているデータベースや電子ジャーナル，電子ブックの
データを自動取得。マニュアルで取得する利用統計やAlma内の予算データなどと合わ
せ，状況を標準機能の OBI（Oracle Business Intelligence）を用いて分析中
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ProQuest E-book CentralとのPOL連携

ProQuest E-book Centralで電子ブックを購入すると，自動的にAlmaでPOLが作

成され,クローズされます。地味に便利です
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出版者由来の書誌の利用【現物見計らい】

①現物のISBNを用いてOpenBDやNDL searchなどの書誌レコードを検索【各種API】
②所蔵の重複調査をしたうえで， MARC21でマッピングした書誌レコードを取得【各種API】
③発注用書誌レコードとして一括でAlmaにインポート【Import Profile】
④POLとInvoice，Invoice lineを作成しクローズする【Alma API】，というワークフローを構築
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Import ProfileとAlma APIを用いて処理（１）

Import Profileを利用して，Excel，CSVあるいはXMLファイルを利用して，見計らいの
対象となった図書の書誌データや価格，ベンダーの情報を一括で取り込みます
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Import ProfileとAlma APIを用いて処理（2）

Itemにさまざまな情報を付加し，POLの作成からクローズ，そしてInvoice, Invoice Line

の作成からクローズまでを一括で行うスクリプトを実行し一括処理をしています
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受入業務について気を付けること

 日本で会計監査でよく使われる帳票（原簿なども含む）ですが，決まっ

たテンプレートがあるわけではありません

 したがって抽出条件などを指定したうえで，標準機能の OBI（Oracle 

Business Intelligence）を使って，図書館で作成する必要があります

 RFPで帳票については，しっかりと作成することをお願いしていたので，

ExLibrisのプロフェッショナルチームでご対応いただきましたが，RFPで

言及がないと，セルフ作業になるかもしれませんので気を付けてくださ

い

 日本の図書館システムでいうところの「除籍」の概念は，Almaにはあり

ません。Almaでは「除籍」＝「データ消去」です

 日本の図書館システムのように除籍したものを永続的にシステム内で管

理するには工夫が必要となります。会計監査などにもかかわるかと思い

ますので注意しましょう
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目録業務（Resources）
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書誌移行の結果

 CATPからMARC21は，紆余曲折ありながらも大過なく完了

 コンバートに際しては，業者さんの手を借りました

 書誌レコードのエンリッチメントが実現したというメリットは素晴らし

いと感じています

 反省点としては，2回しかないテストロードの機会を十分に生かせず，3

回目の本番データのロード後に問題が残ってしまったことです（最終的

に修正できましたが，プロフェッショナルチームにだいぶ頑張ってもら

うことになりました）
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MARC21フォーマットでの管理

従来からの書誌レコードはCATPフォーマットから変換して移行。新規の書誌レコード
はMARC21フォーマットとして作成しています
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NACSIS-CATとの連携（z39.50）【※一方通行】

Z39.50プロトコルを用いてMARC21フォーマットとしてダウンロード。所蔵のアップ
ロードはWebUIPを利用してAlmaの外で実行している状況ですが，聞くところによる
と並行して将来に向けた対応も進行中だとか？
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電子の所蔵レコードの自動管理

Science DirectやSpringerLink, ProQuestのEbook Centralで購読・購入した電子ジャー
ナルや電子ブックのHoldingが出版社の記録をもとに自動でリゾルバ等に反映するの
はとても便利です
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書誌レコードのエンリッチメント

MARC21に切り替えたことで，CATPにはないフィールドを用いて，出版社由来の流
通用データを用いて書誌レコードのデータを強化する仕組みを自館で構築
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目録で気を付けること

 本学の目録担当者はMARC21になることに，全員が大賛成かつ前向きと

いう環境で幸いだったのですが，コンセンサスが重要だと思います

 今のところNACSIS-CATとの連携はAlma外で行う状況ですので，若干手

間がかかります

 MARC21の「所蔵（Holding）」と，CATPの「所蔵」の概念は異なりま

すので，Almaの資料を読む際や導入の際の意思疎通に注意しましょう

 MARC21は自由度の高い設計になっており，CATP=>MARC21という変

換の場合，対応するフィールドが複数ある（どれを選んでも良い）場合

があります。ですので，今回選択した仕様が，今後のNACSIS-CAT連携

の仕様と一致しない可能性もあると思っています
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利用者サービス(fulfillment)
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利用統計・帳票

OBI（Oracle Business Intelligence）を用いて，さまざまな統計や帳票を自館で作成
可能です
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外部システム（入退館ゲートや学籍・人事管理システ

ム）との連携

外部システムごとにベンダーが違うため，個別対応は高額になってしまいます。
外部システムの仕様は旧図書館システムそのままにデータのみを“ゲートウェイ”形
式で変換することで初期費用を抑えました

外部システム

外部システム

旧図書館シス
テム

Alma

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
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外部システム・旧図書館システムの仕様

外部システム・旧
図書館システムの
仕様 Almaの仕様
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予約/取寄，現物借用・文献複写

コロナ禍ということで，送本（自宅配送）サービスや学内所蔵文献の複写送付（自
宅送付）サービスなどを全学生・全教員を対象に行ったのですが，Almaではその
ワークフローが標準機能として登載されていたことはメリットだったと思います
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NACSIS-ILLへの対応【※未対応】

現在NACSIS-ILLには未対応であり，ILLの受付と，その管理のみをAlmaの中で行ってい
ます。実際のILL業務は，外部システムであるWebUIPか，ブレインテックのBT-

CATP/ILLを用いてAlmaの外で実行する状況ですが，NACSIS-CATと同じく，並行して将
来に向けた対応も進行中です
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「発見」能力の向上（MARC21+OpenBD）

OpenBD由来のあらすじや目次データがインデキシングされ，検索の対象となったこと
で，旧図書館システムのOPACでは検索できなかった書誌レコードが多数発見されるよ
うになりました
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「発見」能力の向上（解題+デジタルアーカイブ）

和古書の解題なども同時にインデキシングされ，検索対象となったほか，デジタルコ
レクションのメタデータ全般をAlmaで管理できるようになりました。これにより，
「紙」の所蔵と「デジタル」へのリンクが一つの詳細画面で表示されるようになりま
した
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利用者サービス(fulfillment)で気を付けること

 学年とか，学部とか，学科とか，日本で当たり前に使われていそうな項目に

該当する専用のフィールドはありません。本当に必要なデータのみを限られ

たカスタムフィールドに登録することになります

 貸出条件，リクエスト条件などの設定が，日本の図書館システムの単純さに

なれていると非常に複雑です（そんなに触らないですけどね・・・）

 資料の排架場所については，本籍にあたる「パーマネント」な排架場所と居

住地にあたる「テンポラリー」な排架場所が用意されています

 「除籍」や「OPAC非表示」といった概念は，後者を使って管理できますが，

やりすぎると蔵書点検がややこしくなる可能性があります

 リクエストの申込フォームなどの自由度が低いので工夫が必要です

 OPACはありません。ディスカバリー（本学ではSummon）のみを利用しま

す（なおSummonでは修正の反映に少し時間がかかります）
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佛教大学図書館としてこれからやろうとしていること
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WorldcatへのPublishing

書誌レコード（和書+中国書が中心）にはOCLC Numberを付与し，WorldCatへデー
タ提供・更新できる仕組みを構築中【まもなくリリース】
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EDI
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メールでの自動発注

POが承認されると，発注メールが書店に飛ぶように設定できます（Almaと

してのデフォルトの発注方式）現在はさまざまな事由から帳票を別途作って

発注していますが，省力化のためにも検討したい部分です
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ライセンスデータの公開

詳細を利用者向けに公開予定です（JUSTICEや出版社に許諾をとる必要があります）

c
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ライセンスデータのAPI連携

c



50

書誌レコードの自動エンリッチメント

夜間に当日作業した書誌レコードについて，「あらすじ」データがない場合，自動で

OpenBDを検索し，該当すればデータを書誌レコードに記入するという仕組みを設計中
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佛教大学図書館のオリジナルデータベースの統合

同時アクセスの制限，IPアドレスの制限などの機能も有しているため，統合に大きな

問題はないようですが，Summonのレコード間でのリンク形成が現状うまくいってい

ないため，この修正完了を待っています
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機関リポジトリの統合

OAI-PMHを使ってIRDBと連携したいが，JPCOARスキーマには対応していないため，MARC21をXSLT

などでJPCOARに動的変換させるゲートウェイが必要なのがネック。いろいろ試行中
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リソースシェアリングの適用

佛教大学図書館では京都府立図書館との間で，相互に資料の取り寄せを行っていることから，

Almaの「リソースシェアリング」機能を利用し，業務システム間の連携を簡単に行えない

かと模索しています。いろいろ調査試行中
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最後に気を付けておいてほしいこと



55

図書館サーバは完全になくなるわけではありません

外部のシステムと連携をするためのサーバが最低1台必要です。もちろんクラウド上

においても構いませんが，Almaとは別に用意する必要があります

外部システム Alma
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外部システム・旧
図書館システムの
仕様 Almaの仕様
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不具合は結構あります

完璧なシステムではありません。バグが見つかることはままありますが，見

つけた人はしっかりウェブサイトから報告しなくてはいけません。報告が多

いバグが先に直るかはわかりませんが・・・



57

日本語も変なところがあります

修正作業はコミュニティに参加しているものとして，本学も携わっていますが毎月修
正していてもなかなか完璧にはなりません。導入したらぜひ助けてください（笑）
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でもAlmaのコミュニティの厚さはスゴイです

Almaで頼りになるのはExLibrisよりも，ユーザーコミュニティです。何かをや

ろうとしたら,誰かが既に同じことをしている可能性が大です。（今のところ，

英語が強制的にできるようになるというメリット？もあります）
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いろいろなものがAlma内外でシェアされています

集合知の決定版のような気がします

c
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APIを勉強してみましょう

難しいイメージもありますが，コツを理解すれば大丈夫です。もちろん，こういった部分を業者さん

にお願いしてやってもらうこともできるでしょうが，自分で理解できると圧倒的に世界は広がります。

小学生もプログラミングを習う時代ですから・・・ね？あとは日本にコミュニティができれば，そこ

でサポートの業者さんを共同でお願いしたり，図書館員同士で経験を分かち合うこともできるように

なるはずです
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本当にアイデア次第でなんでもできます

 「これからやりたいこと」でも示しましたが，Almaは工夫次第で何でもでき

る可能性があります

 とくに電子に関するワークフローはよくできていますし，今後の大学図書館

にとって大きな意味を持つと思います

 世界的な図書館コミュニティの一部として活動できることで，視野が格段に

広がります

 早慶さんの後を追っている部分も大変に多く，とてもありがたいです（改め

て感謝！）

 今日は「気を付けること」を中心に述べましたが，それらは「気を付けるこ

と」でクリアできる問題ばかりです。むしろメリットの方がはるかに多いと

感じています

 導入に際して不安もありましたが，職員はいつの間にかAlmaのワークフロー

や用語に適応しています

総じて良い選択であったといえると思います！
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ご清聴ありがとうございました


